
今シーズン初！ 

野鳥から高病原性鳥インフルエンザウイルス検出！ 

野鳥サーベイランスの対応レベル２に引き上げ！ 
 

北海道美唄市で 10 月 4 日にハシブトガラス１羽の死亡個体が回収され、遺伝

子検査の結果、10 月 11 日に高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5 亜型）が

検出されました。 

本事例は、今シーズンのわが国での一例目の野鳥における高病原性鳥インフ

ルエンザの確認です。 

国内単一箇所で高病原性鳥インフルエンザの発生が確認されたことから、環

境省は、野鳥サーベイランスにおける全国対応レベル※を 10 月 11 日からレベ

ル２に引き上げました。 

国内の野鳥での高病原性鳥インフルエンザウイルスの確認は、既に、本病のウ

イルスを保有した渡り鳥がわが国に飛来している可能性が高いことを示してい

ます。本格的な冬鳥の飛来シーズンを迎え、「高病原性鳥インフルエンザ防疫対

策徹底のポイント（農林水産省 HP より）」を参考に、厳重な警戒が必要です。 

なお、今シーズンは、渡り鳥の飛来初期に高病原性鳥インフルエンザウイルス

を早期に発見する観点から、9 月～10 月は早期警戒期間として、対応レベル 3 

の対応を基本に、死亡野鳥等調査が強化されています。 

 

※野鳥サーベイランスにおける全国対応レベル 

「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル」に基づく。 

レベル１ 発生のない時（通常時） 

  レベル２ 国内単一箇所発生時 

  レベル３ 国内複数個所発生時（国内単一箇所発生から 28日以内に国内他箇所で発生） 
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